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１．組織の概要 
⑴ 名称       有限会社 藤武建設 

 
⑵ 代表者      代表取締役  藤武 信介  

 
⑶ 所在地      〒849-1204 

         佐賀県杵島郡白石町大字坂田 1069-3 
 

⑷ 環境管理責任者  藤川 洋文 
 
担当者      藤武 友絵  
 
連絡先      TEL   0954-65-2174 
         FAX   0954-65-2485 
         E メールアドレス toutake＠leaf.ocn.ne.j 
         自社 HP  https://r.goope.jp/toutake    

  (5)事業の規模 
 

活動規模 
 

売上高 
 

従業員数 
 

床面積 
 

決算 

 
令和 4 年度 

 
893 

百万円 
 

 
6 名 

 
2,878 ㎡ 

 
7 月 

                                 

２．認証・登録    
・事業活動   

       建設業 ( 土木工事業、とび･土工工事業、水道施設工事業 )  

    佐賀県知事 許可（般-29）第 7236 号 

・対象事業所   本社   佐賀県杵島郡白石町大字坂田 1069-3  

 資材置場 佐賀県杵島郡白石町大字坂田 1484-1 

当社は、組織・活動全てを通して対象範囲としています。 

https://r.goope.jp/toutake
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３． 環 境 経 営 方 針  
基本理念 
 有限会社 藤武建設は、建設業の活動を通じて、地球環境に配慮した調和・共生を目指し環

境負荷削減への取り組みを重要課題として、全社員協力し持続可能性を追求するためのツール

として、SDGs（エスディージーズ）を取り入れ、継続的な改善を実施します。 

行動指針 

 有限会社 藤武建設は、事業活動に伴う環境への負荷を削減するために、以下の事項を

重点的に取り組みます。 
 

１、 電⼒、燃料を削減して省エネに努め、⼆酸化炭素排出量を削減します。 

 

２、 ⾬水の利⽤や節水を推進し、水使⽤量の削減に努めます。 

 

３、 産業廃棄物のリサイクルを推進し、最終処分量を削減します。 

 

４、 環境保全活動に積極的に参加します。 

 

５、 環境に配慮した工事施工をします。 

 

６、 この環境⽅針は、従業員全員に周知し、環境保全に対する意識のレベルアップを図り、広く⼀般

へ公開します。 

 

７、 当社の事業に関連する環境関連法規等を遵守します。 

 

８、 環境経営の継続的な改善を実施します。 

 

９、 SDGs を掲げた企業経営によって、持続可能な企業へと発展していきます。 

 

制定日 平成 31 年 3 月 1 日 
改訂日 令和  4 年 5 月  19 日      

有限会社 藤武建設     

  代表取締役 藤武 信介  



　当社における環境経営目標( 全社）は以下の通りです。

前年度の目標値から削減された数値を目標数値として示しています。 （年度は4 月～翌年3 月）

単位

平成2 8 年度
（基準年度）
H2 8 .8 ～
H2 9 .7

平成2 9 年
目標

（1～2 % 削
減）

H2 9 .8 ～
H3 0 .7

平成3 0 年度
目標

（2 % ～5 %
削減）

H3 0 .8 ～
H3 1.7

平成3 1年度
目標

（5 % 削減）
R1.4 ～
R2 .3

令和2 年度
目標

（7 % 削減）
R2 .4 ～
R3 .3

令和3 年度
目標

（8 % 削減）
R 3 .4 ～
R4 .3

令和4 年度
目標

（10 % 削減）
R4 .4 ～
R5 .3

全体 k g -CO₂ 4 7 ,8 8 4    4 7 ,17 7   4 6 ,2 5 2   4 3 ,9 3 9   4 0 ,8 6 3   3 7 ,5 9 3   3 6 ,8 4 1

事務所
- - -

    10 ,3 3 0       9 ,6 0 6       9 ,0 2 2       8 ,12 0

現場
- - -

    3 3 ,6 0 9     3 1,2 5 7     2 8 ,5 7 1     2 5 ,7 14

全体 kWh 18 ,0 7 0     17 ,7 16   16 ,8 7 3   16 ,0 2 9   14 ,9 0 6    13 ,7 13   12 ,3 4 2

事務所
- - -

    16 ,0 2 9     14 ,9 0 6      13 ,7 13     12 ,3 4 2

現場
- - - - - - -

全体 ℓ 8 6 9              8 6 4        8 2 0        7 7 9        7 2 4        6 6 6        5 9 9

事務所
- - -

         7 7 9          7 2 4          6 6 6          5 9 9

現場
- - - - - - -

全体 ℓ 4 ,2 4 5        4 ,16 3     4 ,0 7 9     3 ,8 7 5     3 ,6 0 3     3 ,3 14     2 ,9 8 3

事務所
- - -

         9 6 9          9 0 0          8 2 8          7 4 5

現場
- - -

      2 ,9 0 6       2 ,7 0 3       2 ,4 8 6       2 ,2 3 7

全体 ℓ 10 ,8 3 1      10 ,6 19   10 ,3 0 0     9 ,7 8 5     9 ,10 0     8 ,3 7 2     7 ,5 3 5

事務所
- - -

           3 4            2 3            2 1            19

現場
- - -

      9 ,7 5 1       9 ,0 7 7       8 ,3 5 1       7 ,5 16

事務所
( 一般廃棄物） ㎏

- - -
         13 8          13 5          13 4          12 0

現場（産業廃棄物） ｔ
- - -

         3 4 2          3 3 6          3 3 2          2 9 9

3 使用水量の削減 事務所
- - -

         2 8 4          2 6 4          2 4 3          2 19

4 事務所・資材場周辺の掃除 - 年2 回 年3 回 年4 回 年5 回 年6 回 年6 回

5
環境に配慮した施工

（重機車両のアイドリ ングストップ
など）

- - - 8 0 % 8 3 % 8 5 % 8 7 %

備考＝( ) 内％は、平成2 8 年度実績をベースとして削減率または向上率を示します。

２．化学物質,LPGは使用していないため目標に取り上げない。

３．灯油は冬場の4 か月（12 月、1月、2 月、3 月）使用
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4 .   環境経営目標

１．購入電力の二酸化炭素排出係数は、令和2 年度の九州電力の二酸化炭素実排出係数0 .3 6 5 k g -CO₂ / kWh を使用し
ました。

実施回数

2

達成率

環境目標

1

二酸化炭素排出量の削減

電力使用量の削減

灯油使用量の削減

ガソリ ン使用量の削減

軽油使用量の削減

廃棄物総排出量の削減



5 .環境経営活動計画

１、二酸化炭素排出量の削減

4 月～7 月 8 月～11月 12 月～3 月

1 〇 〇 〇 藤武

2 〇 〇 〇 藤武

3 〇 〇 〇 藤武

1 〇 〇 〇 竹下

2 〇 〇 〇 竹下

3 〇 〇 〇 竹下

1 〇 〇 〇 藤武

2 〇 〇 〇 藤武

3 〇 〇 〇 藤武

4 〇 〇 〇 藤武

1 〇 〇 〇 竹下

2 〇 〇 〇 竹下

２、廃棄物排出量

4 月～7 月 8 月～11月 12 月～3 月

1 〇 〇 〇 藤武

2 〇 〇 〇 藤武

3 〇 〇 〇 藤武

4 〇 〇 〇 藤武

1 〇 〇 〇 竹下

2 〇 〇 〇 竹下

３、水使用量の削減

4 月～7 月 8 月～11月 12 月～3 月

1 〇 〇 〇 藤武

2 〇 〇 〇 藤武

3 〇 〇 〇 藤武

1 〇 〇 〇 竹下

2 〇 〇 〇 竹下

3 〇 〇 〇 竹下

４、環境に配慮した施工

4 月～7 月 8 月～11月 12 月～3 月

1 〇 〇 〇 竹下

2 〇 〇 〇 竹下

3 〇 〇 〇 竹下

4 〇 〇 〇 竹下
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雨水の利用状況

水使用量の削減2 現場 藤川 節水ポスターの貼付

担当者

担当者

1 環境に配慮した施工 現場 藤川

騒音・振動の発生を極力防止する

現場整理整頓・清掃

重機・車両使用においての道路汚染防止

車両・重機のアイドリ ングストップ

取組目標 担当 責任者 達成手段
スケジュール

出しっぱなしにせず、蛇口はこまめに閉める。

担当者

1 水使用量の削減 事務所 藤武

出しっぱなしにせず、蛇口はこまめに閉める。

節水ポスターの貼付

漏水点検

取組目標 担当 責任者 達成手段
スケジュール

2 産業廃棄物 現場 藤川
生コンクリ ートやアスファルト・コンクリ ートなどの再資源化

ゴミ の分別の徹底

担当者

1 一般廃棄物排出量の削減 事務所 藤武

紙使用量の削減

ゴミ の分別の徹底

裏紙が活用できる紙は可能な限り利用

ミ スコピーを減らす

取組目標 担当 責任者 達成手段
スケジュール

3 軽油使用量の削減 現場 藤川
建設機械のエコ運転実施

運搬計画の見直し

2 ガソリ ン使用量の削減 事務所 藤武

定期的な車両整備の励行

不要な荷物は積まないよう にする。

エコドライブ運転を心がける。

効率的な運行ルートの設定

1 電気使用量の削減

事務所 藤武

エアコンの温度設定

不要照明の消灯

PCの消し忘れなくす

現場 藤川

建設設備機器は無駄や無理のない運転

不要時には、負荷遮断、変圧器の遮断

空調の最適化

取組目標 担当 責任者 達成手段
スケジュール



5 

実施体制 

 
 役割・責任・権限 

代表者 全体統括、環境経営方針の策定、環境への取り組みを実施するための資源（人・設備・

費用）の準備、全体の評価と見直し。環境文書の制改定責任者。 

環境管理責任者     

藤川 洋文 

・EA21 ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築し、実行、環境実績を

向上させる。 

・毎年環境経営目標、環境活動計画を作成する。 

・毎月 1 回環境目標の達成状況、実施状況を委員会、代表者に報告する。 

EA21 委員会 ・4 か月に 1 回開催し、環境経営目標の達成状況及び環境活動計画の確認を行う 

・環境目標及び環境活動計画の結果確認 

・ＥＡ21 の関する審議 

ＥＡ事務局 ・ＥＡ21 責任者の補佐業務 

・環境文書及び記録の作成、管理し、データを経理と共有し二度手間を防ぐ。 

・その他ＥＡ21 に関する業務 

工事部 

事務 

・電力、水消費量の管理   ・建設現場の燃料(ガソリン、軽油)、廃棄物管理 

・車燃料(ガソリン、軽油)、灯油消費量、廃棄物管理 

担当者 ・環境経営活動の実施 

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性の自覚 

・担当別の役割について認識し積極的に推進 

      

環境省ＨＰより引用 

代表者
藤武 信介

環境管理責任者
EA21事務局

工事部 事務

EA21委員会

全従業員



  6． 環境経営目標の実績 
　当社における環境目標( 全社）は以下の通り です。

前年度の目標値から削減された数値を目標数値として示しています。

活動期間（令和4 年4 月～令和5 年3 月）

単位
平成2 8 年度

（基準年）

令和4 年度
目標

（10 % 削減）
R4 .4 ～R5 .3

実績 達成率 結果 結果の評価

全体 4 7 ,8 8 4             3 6 ,8 4 1       3 6 ,2 0 6 10 2 %  ◎

事務所 -            8 ,12 0           7 ,8 7 9 10 3 %  ◎

現場 -          2 5 ,7 14         2 8 ,3 2 7 9 1%  △

全体 18 ,0 7 0              12 ,3 4 2        11,7 3 2 10 5 %  ◎

事務所 -          12 ,3 4 2          11,7 3 2 10 5 %  ◎

現場 -  -  - - -

全体 8 6 9                      5 9 9            2 0 7 2 9 0 %  ◎

事務所 -              5 9 9              2 0 7 2 9 0 %  ◎

現場 -  -  - - -

全体 4 ,2 4 5                2 ,9 8 3         3 ,5 9 5 8 3 % ×

事務所 -              7 4 5             1,16 1 6 4 % ×

現場 -           2 ,2 3 7           2 ,4 3 4 9 2 %  △

全体 10 ,8 3 1               7 ,5 3 5          8 ,7 9 1 8 6 % ×

事務所 -                 19                 17 111%  ◎

現場 -            7 ,5 16           8 ,7 7 4 8 6 %  △

事務所
（一般廃棄物）kg -               12 0               12 7 9 5 %  △

現場
（産業廃棄物）t -              2 9 9               4 11 7 3 % ×

3 事務所 -               2 19               17 9 12 2 %  ◎

 6 年目になり、全員へ周知する
ことにより意識の変化が節水へ
とつながったと思われる。これか
らも継続したい。

4 実施回数 年2 回 年6 回 6 回 10 0 % ◎
 定期的に清掃することにより 、
整理整頓が習慣になり私生活に
おいても、効果が出てきている。

5 達成率 - 8 7 % 9 0 % 10 3 % ◎
今回も、工事に関して苦情等な
かったので継続的に３Ｓを心掛
ける。

※判断基準︓達成率100％を超える◎、100％〇、90％〜100％△、90％未満×

２．化学物質,LPGは使⽤していないため目標に取り上げない。

３．灯油は冬場のみ使用
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環境目標

1

二酸化炭素排出量の削減
( k g -CO₂)

 全体的評価は削減できている
が、自社重機などの稼働率が上
がったことによる燃料使用量増
加が原因となり、負荷がかかっ
ている。

電力使用量の削減
（k Wh ）

 継続的に、LED照明の導入、
断熱材等により省エネになり、
快適に仕事が出来る環境が落
ち着いた。

灯油使用量の削減
（ℓ ）

 事務所改装後、断熱材等によ
り省エネになり、快適に仕事が
出来る環境になった。服装の見
直しも効果があった。

ガソリ ン使用量の削減
（ℓ ）

 原油価格の上昇と寒波襲来に
より排出量削減は困難を要し
た。

軽油使用量の削減
（ℓ ）

 前年度より、元請工事の受注
は低下したものの、物価上昇に
よる機材活用量が増したことが
原因である。

１．購⼊電⼒の⼆酸化炭素排出係数は、令和2年度の九州電⼒の⼆酸化炭素実排出係数0.398kg-CO₂ / kWhを使⽤しました。

使用水量の削減　　（㎥）

2 廃棄物総排出量の削減
 現場での産業廃棄物処理が増

加した要因が考えられる。

事務所・資材場周辺の掃除

環境に配慮した施工
（重機車両のアイドリ ングストップ

など）



１、二酸化炭素排出量の削減

エアコンの温度設定 〇

不要照明の消灯 〇

PCの消し忘れなくす 〇

建設設備機器は無駄や無理のない運転 〇

不要時には、ブレーカーを切る。 〇

空調の最適化 〇

定期的な車両整備の励行 〇

不要な荷物は積まないよう にする。 〇

エコドライブ運転を心がける。 〇

効率的な運行ルートの設定 〇

建設機械のエコ運転実施 〇

運搬計画の見直し 〇

２、廃棄物排出量

紙使用量の削減 〇

ゴミ の分別の徹底 〇

裏紙が活用できる紙は可能な限り利用 〇

ミ スコピーを減らす 〇

生コンクリ ートやアスファルト・コンクリ ートなどの再資源化 〇

ゴミ の分別の徹底 〇

３、水使用量の削減

出しっぱなしにせず、蛇口はこまめに閉める。 〇

節水ポスターの貼付 〇

漏水点検 〇

出しっぱなしにせず、蛇口はこまめに閉める。 〇

節水ポスターの貼付 〇

雨水の利用 〇

５、環境に配慮した施工

騒音・振動の発生を極力防止する 〇

現場整理整頓・清掃 〇

重機・車両使用においての道路汚染防止 〇

車両・重機のアイドリ ングストップ 〇

実施状況の判定　　〇実施されている。　　△実施されているが不十分。　　×実施されていない。　　－判定できない
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取組結果
評価と次年度の環境経営目標及び

環境経営計画

節水ステッカー効果が得られ、節約
できたのでこのまま継続して行う 。目
標については新たなる中長期目標を
掲げる。

取組結果
評価と次年度の環境経営目標及び

環境経営計画

事務所改装後、省エネに繋がり仕事
が出来る環境になった。服装の見直
しも 効果があった。目標については
新たなる中長期目標を掲げる。

6 年目になり 、全員に周知することが
意識改革になり 節電になっている。
これからも 継続したい。目標につい
ては新たなる中長期目標を掲げる。

今回も 、工事に関して苦情なども な
かったので、次年度も 現場整理整
頓・清掃に気を付けて道路汚染防止
を心がける。

廃棄物の定期的な分別や裏紙の使
用、メールでの書類交換などの処理
を行い次年度も もミ スコピーやゴミ
の縮小化をはかる。目標については
新たなる中長期目標を掲げる。

次年度も 再利用・再生利用を推進す
る。目標については新たなる中長期
目標を掲げる。

評価と次年度の環境経営目標及び
環境経営計画

原油価格の上昇と寒波襲来により 排
出量削減は困難を要した。目標につ
いては新たなる中長期目標を掲げ
る。

1 環境に配慮した施工 現場 藤川

取組結果取組目標 担当 責任者 活動項目

2 水使用量の削減 現場 藤川

節水ステッカー効果が得られ、節約
できたので次年度も 継続して行う 。
目標については新たなる中長期目
標を掲げる。

1 水使用量の削減 事務所 藤武

取組目標 担当 責任者 活動項目

2 産業廃棄物 現場 藤川

1 一般廃棄物排出量の削減 事務所 藤武

取組目標 担当 責任者 活動項目

3 軽油使用量の削減 現場 藤川

2 ガソリ ン使用量の削減 事務所 藤武

作業車の入れ替えを行い、燃費向上
につながった。前年度より 、元請工事
の受注は低下したも のの、物価上昇
による機材活用量が増したことが原
因である。次年度もエコ運転を心が
ける。目標については新たなる中長

期目標を掲げてる。

1 電気使用量の削減

事務所 藤武

現場 藤川

7 .　環境経営計画及びその取組結果と評価並びに、次年度の環境経営目標及び環境経営計画

取組目標 担当 責任者 活動項目 取組結果
評価と次年度の環境経営目標及び

環境経営計画



当社の事業活動における主な環境関連法規は次のとおり である。

適用される法規制等 適用される事項（施設・物質・活動等）

環境基本法
工事全般

省エネルギー法 工事全般

大気汚染防止法 工事全般

水質汚濁防止法 工事全般

下水道法 工事全般

浄化槽法 工事全般

騒音規制法
建設機械

振動規制法
建設機械

廃棄物処理法 事業系一般廃棄物、産業廃棄物

建設リ サイクル法 工事全般

自然環境保護法 工事全般

　また、関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟や苦情も あり ませんでした。

令和5 年　　6 月　　12 日

有限会社　藤武建設　　　　　
代表取締役　　藤武　信介

　　　　　　8

　令和5 年4 月に上記の環境関連法規規制等の遵守状況を確認した結果、違反はあり ませんでした。

　8 ．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反・訴訟の有無

9 ．代表者による全体評価と見直し・指示

2022年もまた、新型コロナウィルス感染対応に追われる1年であった。
今後は、環境経営⽅針は変えずに環境経営目標は現状を踏まえた新たな中⻑期目標を抱えていく。
環境経営計画については、取り組みを維持し、新たな目標達成に向けた取り組み計画を、
組織全体で発案していきたい。実地体制についても引き続き継続する。
ここ数年を⾒て、コロナ禍にあって、⾃然と⽣態系と共⽣して持続的に成⻑発展する社会実現のため
SDGsへの取り組みが、我々に求められていることであること深く認識した。
引き続き目標値の設定を⾒直すことと、目標を達成できる環境を構築することが必要である
と考え、今後⼀層の環境活動に取り組んでいきたい。



NO.1

(有)藤武建設  ⼯事施⼯事例(令和4年4⽉〜令和5年3⽉）

令和4年度 県単林道事業
  林道深浦渡平線道路改良工事

    令和4年度
  馬田樋管排水ポンプ構造物設置工事

道路保全第9908030－082号
 国道444号道路橋りょう保全工事

樋管排水ポンプ構造物

設置

仮設通路を設置し

て施工中の歩⾏者

の安全確保に努め

ました。

⽼朽化した水道施設

を改修し修繕を⾏い

ました。



NO.1

単河保全第第9900012－095号
   室島川河川保全工事（護岸工）

道改第4号
町道揚田吉村線道路改良工事

(有)藤武建設  ⼯事施⼯事例(令和3年4⽉〜令和4年3⽉）

令和3年度 白石介護予防拠点施
ひだまり館排水施設修繕工事

護岸工事

仮設通路を設置し

て施工中の歩⾏者

の安全確保に努め

ました。

⽼朽化した水道施設

を改修し修繕を⾏い

ました。



NO.2

町道四海町線道路改良工事

有明配水池進⼊路舗装工事

安全教育訓練の様子

(有)藤武建設  ⼯事施⼯事例(令和2年4⽉〜令和3年3⽉）

迂回路案内の看板を設置して、

交通事故防止に努めました。

作業範囲内に、住宅が密接して

いたため、運搬⾞での材料搬⼊

時の速度制限を徹底しました。

危険予知動画や、実際の現場でのヒヤリ

ハットなどを報告し、毎回初心に戻り、

安全対策について協議します。



『九州を笑顔に』というボランティア団体に参加しています。

地元商工会にも参加し、社会貢献活動をおこなっております。

いろいろな取り組みを・・・  

未来を⾒据えて、子ども

達の笑顔の輪を広めてい

きたい︕ そんな熱い想

いを持ったメンバーによ

るボランティア団体に賛

同しています。子ども達

のモノづくり体験・乗り

物体験を通して、子ども

達の心を育んでいきます。

地域連帯の清掃活動 子供⾒守り隊による朝のあいさつ運動

白石歌垣の郷ロードレース大会のスタッフとして参

加して来ました。



様々な賞や認証をいただいております。
社⻑⾃ら、佐賀県警

察本部様より安全管

理者の表彰を受けま

した。

私たちも、社⻑を⾒

習い日々交通安全に

心掛けていきます︕

子育て応援宣

言事業所とし

て登録を⾏い、

働き⽅にも変

化が出来てい

ます。

SDGsを念頭

に未来を考

えた経営を

スタートし

ています︕

佐賀のがばい

健康企業宣

言︕︕︕

みんなが健康

で働ける職場

を提供しま

す︕

⼥性活躍推進

宣言を掲げ、

⼥性だからこ

そのメリット

を仕事に⽣か

します︕︕




